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論文内容の要旨
1 章.序論
広帯域 ISDN (Integrated Service Digital Network) を実現するための有望な通信方式として ATM CAsynchronous 
Transfer Mode; 非同期転送モード)が挙げられている O
ATM 網において，ネットワーク幅鞍を予め避け，色々な使用者要求条件を満足しながら網資源を効率的に活用す
るためには，そのためのトラヒック制御が必要になる。
2 章. ATM 網における回線交換エミュレーション方式
STM CSynchronous Transfer Mode) 端末からATM 網を経由して転送されるトラヒックの QOS CQuality Of 








案する O シミュレーション手法によって，転送品質が著しく向上できることを明らかにする O
4 章. VP CVirtual Path) を基本にした ATM 網における QOS 制御方式
一時的なパーストによって，ある VP のトラヒックがその VP に割り当てられた帯域を越えると，他の VP の品質
に悪い影響を与え，また，一時的なネットワーク幅鞍が次の交換システムにも波及する可能性がある。
本論文では， VP 間の fairness を確保し，かっネットワーク資源運用の効率性を維持する ATM 網における VP の
品質制御方式を新たに提案する。本方式の有効性を明らかにするためトラヒックモデルとして，各VP の VC CVirtual 









本研究は， ATM CAsynchronous Transfer Mode; 非同期転送モード)交換方式による広帯域通信網，いわゆる
ATM 網におけるトラヒック制御に関して， C 1 )回線交換モードを実現する回線交換エミュレーション方式， C 2 ) 












第 3 に， VP CVirtual Path) による帯域管理を行っているネットワークにおける，パーストトラヒックによる一
時的なネットワークの幅鞍を回避する方法を提案し解析的手法によりその有効性を示している。特に， VP 間で幅
醸の相互干渉がないようなトラヒツクシェイピング方式を示し， VP 間での帯域の公平な使用を可能にしている O
以上のように，本論文は， ATM 網実現への過程において，極めて有用な知見を与えるもので学位論文として価値
あるものと認める。
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